
平成２９年９月１５日、福島市立荒井小学校の児童が、学校の近く
を流れる荒川で水生生物調査を実施しました。

水生生物調査の実施

・どのような生き物が棲んでいるかを調べることで、その地点の水質の程度がわかります。

・児童が実際に川に入って水生生物を採集し、水質の程度を判定しました。

・震災以降、福島河川国道事務所による
水生生物調査は途絶えていましたが、
平成29年度から調査を再開しました。

・ふるさとの川・荒川づくり協議会や福島
大学においても水生生物調査を実施して
います。



水生生物調査の実施

「きれいな水」 「ややきれいな水」 「きたない水」 「とてもきたない水」

水質の程度ごとの指標となる生物 今回、主に採集された生物



水生生物調査の実施

川の中で水生
生物を採集 調査結果を発表

採集した生物を
資料を見て整理

ピンセットや網を使って川底の
生物を採集し、バケツに入れ
ました。

荒川は
きれいな川

です

たくさんいたのは
カワゲラと
ヘビトンボでした。

どんな生物がどれだけ捕れたか、
資料を見ながら調査結果を整理
しました。

調査結果と、荒川の水質はどうな
のか、発表しました。



水生生物調査の実施
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